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きいて・めもして・こたえよう 小1　No.29

６ねんせいへの　おてがみの　はなし

なまえ

きくめあて 「だれに・なにを　かくか」「いつまでか」を　ききとり

ましょう。

だれに・なんの　てがみ

なにを　かく

いつまでに
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６ねんせいへの　おてがみの　はなし 小1　No.29｜先生の話｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

そつぎょうする　６ねんせいに、おてがみを　かく　はなしです。

１ねんせいは、いつも　あそんで　くれた　６ねんせいに、ありがとうの　てがみを　

かきます。

あさの　かいや　そうじで　して　もらった　ことを　おもいだして、うれしかった　

ことを　１つ　かきましょう。

かいた　てがみは、こんしゅうの　きんようびまでに、せんせいに　だします。

めものれい

６ねんせいに　ありがとうの　てがみ

うれしかった　こと　１つ

きんようびまで　→　せんせいに

こたえと かいせつ

（1）ア（６ねんせい）

「いつも　あそんで　くれた　６ねんせいに、ありがとうの　てがみを　かき

ます」と　いって　いました。

（2）ア

「うれしかった　ことを　１つ　かきましょう」の　ところです。

（3）こんしゅうの　きんようび（まで）

「こんしゅうの　きんようびまでに、せんせいに　だします」と　いって　い

ました。
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